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12月”日～1月10日

　
　
　
宮
中
藤
田
宇
一
さ
ん

　
昭
和
十
六
年
五
月
二
十
二
日
、
青
年

訓
練
実
施
十
五
周
年
記
念
と
し
て
、
旧

町
村
、
岩
沢
村
、
真
人
村
等
郡
内
各
町

村
よ
り
代
表
一
名
が
選
抜
さ
れ
、
天
皇

陛
下
の
御
親
閲
を
拝
受
し
た
時
の
写
貢

で
す
。
中
魚
沼
郡
の
引
率
の
隊
長
が
前

列
中
央
の
十
日
町
市
の
田
村
英
太
郎
氏

で
し
た
。
そ
の
後
皆
さ
ん
は
兵
役
に
つ

き
無
事
復
貝
さ
れ
た
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ

の
町
村
で
青
年
層
の
指
導
者
と
し
て
、

あ
る
い
は
職
場
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
お
そ
ら
く
現
職
を
退
か
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も
貝
野
村
当

時
国
民
学
校
助
教
諭
、
中
学
校
助
教
諭
、

議
会
議
員
等
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

詳料料嶺料料料料塑料場料帯帯
へ
9
’
一

　
ゾ

ヘ
σ
く

影

■妊婦検診

12月18日　13：30～14：00／上村病院

■母親学級

12月18日　12：45～13：00／妊娠中の栄養／上村病院

■精神衛生相談日

　12月22日　14：00～16：00／老人福祉センター）

着
着
着
着

嬰
讐

新
役
新
役

　　　　冬期間、患者輸送車運行計画表
★貝野地区

　毎週　火、木、土

　1日2往復

1回目｛lll諜灘一毎に停車・llll

　　　　　　　　ノ　　ル　　　　　　　アタ　　　ン

2回目｛課雑躾・〃・11：ll

着
着
着
着

地
場
地
場

重
役
重
役

　
　
　
　
発
発
発
発

　
　
　
　
嚇
晶
地

　
金
　
役
重
役
重

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
水
　
　
3
ゆ
4
ゆ

　
　
、
復
8
9
n
1
2

区
月
往
｛
｛

地
　
　
2
　
目
　
　
目

俣
週
日
　
回
　
　
回

倉
毎
1
　
1
　
　
2

★

1回目｛1：1諜雛一一車・llll縫

2回目｛ill盤繋il絹11：ll離

※昭和63年1月5日から運行開始　※祝祭日は運休です。

糸
恥
条
巽
蒙
巽
巽
巽
巽
条
巽
巽
添
黍
案
巽
添
巽
巽
斧

11働
高齢者講座（P9参照）貝野地区おかあさんの勉強室（貝
野多目的センター19：30－21：30書き付け教室）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談貝樋ロ永蔵）

12（土）
クリスマスパーティー（総合センター6：30～）

⑬（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

18働
貝野地区おかあさんの勉強室（貝野多目的センター19：30～

21：30書き付け教室）　妊娼検診、母競学級（右参照〉
心配ごと椙談日（老人福祉センター13：00～16：00相談員樋口永蔵）

19㈹
クロスカントリースキー購習会（P9参照）

⑳（日）
休日救急医（庭野医院費52－2711）

21（月）
貝野地区おかあさんの勉弧室（貝野地区体育館20：00～
21：30レクリェーションダンス）

22（効
精紳衛生相談日（右参照〉

25㈹
心醍ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談貝藤田義一、山田正平）

⑳（日）
休日救急医（中条病院魯57－3018）

28（月）
田沢地区娼人学級（総合センター13：00～生け花教室）

29（幻
休日救急医（大島医院魯52－2957）

30㈱
休日救急医（富田医院魯52－3269）

31休）
休日救急医（大坪医院魯57－6100〉

①㈹
休日救急医（池田医院魯52－2581）

2仕）
休日救急医（庭野医院倉52－2711）

③（日）
休日救急医（上村病院費63－2m）

5（幻
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

8㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13＝00～16：00
相談員藤田義一一）

⑩（日）
休日救急医（津南病院魯65－3161）

のを認確で課当担は際の用御のすまりあが合場るす更変※

　
西
方
の
桑
原
良
雄
さ
ん
宅
を

た
ず
ね
ま
し
た
。
　
「
よ
う
ご
ざ

し
ゃ
っ
た
」
と
温
か
く
迎
え
ら

れ
、
雪
ダ
ナ
づ
く
り
の
一
コ
マ
を

写
真
に
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
様
々
な
知
恵
が
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

　
村
づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
会

議
に
参
加
し
、
お
お
ぜ
い
の
人

た
ち
で
議
論
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
分
野
を
通
し

た
発
想
は
す
ば
ら
し
く
、
そ
の

発
想
と
発
想
が
結
び
つ
い
て
新

た
な
発
想
を
生
み
出
し
ま
す
。

「
も
っ
と
も
っ
と
み
ん
な
で
議

論
し
合
お
う
」
そ
の
た
め
に
は

議
論
慣
れ
を
し
た
い
も
の
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
た
ら
元
の
仲

と
い
っ
た
人
間
関
係
ま
で
高
め
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
実
行
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
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、
ミ
、

屋根雪で狭ばまる駅通り

　
日
本
一
の
豪
雷
地
妻
有
。
信
濃
川
、
清
津
川

の
豊
富
な
水
で
作
ら
れ
た
藁
し
い
河
岸
段
丘
の

地
、
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
は
、
こ
の
河
川
の
ほ

と
り
に
住
居
を
構
え
雪
と
闘
い
な
が
ら
も
す
ば

ら
し
い
雪
国
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
い
ま
、

わ
た
し
た
ち
も
、
こ
の
雪
を
克
服
し
更
に
す
ば

ら
し
い
雷
国
の
創
造
に
向
っ
て
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。
村
で
は
、
今
年
を
「
克
雪
元
年
』
と

定
め
、
雪
対
策
条
例
を
つ
く
る
な
ど
、
積
極
的

な
雪
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
り

嘆
》
マ
膠
か
り
U
ら
れ
な
サ

ア
ン
ケ
ー
ト
葱

　
　
　
　
　
抜
粋
回
価

　　　★
好　き雪
　　　は
　　　好
嫌　いき
　　　で
どちらです
もない　か

無回答

5．6％

74．5％

19．3％

　　0．6％

★
あ
な
た
は
、
冬
期
の
ス
ポ
ー

　
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

　
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
望
み

　
ま
す
か

　
　
　
実

スキー場の整備

歩くスキーの普及

屋内運動施設の整備充

雪祭等のイベント

雪上運動会の実施

その他

無回答

★
あ
な
た
の
家
で
は
除
冒
機
械

　
を
持
っ
て
い
ま
す
か

　
　
る
　
　
　
　
い
　
　
　
　
答

　
　
い
　
　
　
　
な

　
　
て
　
　
　
　
㌧
　
　
　
　
回

　
　
つ
　
　
　
て

　
　
　
　
　
つ

　
　
持
　
　
　
持
　
　
　
無

　
当
間
、
苗
場
山
麓
の
す
そ
野

に
広
が
る
当
村
は
、
裏
日
本
型

の
盆
地
性
気
候
で
す
。

　
夏
の
気
象
は
比
較
的
温
順
で

す
が
、
冬
は
、
シ
ベ
リ
ア
気
団

が
日
本
海
を
渡
る
間
に
多
量
の

水
蒸
気
を
含
み
、
北
西
の
季
節

風
と
な
っ
て
県
境
の
山
脈
に
吹

き
つ
け
、
多
量
の
雪
を
も
た
ら

し
ま
す
。
根
雪
期
間
は
、
百
四

十
日
余
り
の
長
期
間
に
お
よ
び
、

全
国
屈
指
の
豪
雪
地
で
す
。

　
役
場
の
調
べ
で
は
、
過
去
二

十
年
間
の
平
均
で
、
積
雪
の
初

日
は
、
十
二
月
十
七
日
、
消
雪

は
、
四
月
二
十
二
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ひ
と
冬
の
降
雪
累
計

は
、
過
去
八
年
間
の
平
均
で
十

八
・
二
灯
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
豪
雪
と
い
わ
れ
る
年

積
極
的
な
対
応
へ

　
　
　
　
　
雪
処
理

克
雪

　　　冬は大好き　　のにるとをか難捨す平闘画は
、、黎蒲霧際纏嘱薯舞麗欝禦1

讐纂馨ふス　ソリ遊びが鵬雛徽錨融セ藷曾

か

ら
親
雪
へ

は
、
昭
和
九
年
、
昭
和
二
十
年
、

昭
和
三
十
六
年
、
昭
和
五
十
六

年
、
昭
和
五
十
九
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
で
は
、
体
験
し
た

人
も
多
い
昭
和
二
十
年
の
豪
雪

は
、
　
「
機
械
除
雪
が
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
時
代
で
す
か
ら
道

路
は
、
屋
根
の
雪
で
高
く
積

ま
れ
二
階
か
ら
の
出
入
り
が
行

わ
れ
た
り
、
そ
の
上
を
歩
い
た

も
の
」
と
田
中
の
広
田
松
吉
さ

ん
。
も
ち
ろ
ん
飯
山
線
も
不
通

で
、
春
先
き
人
海
戦
術
で
開
通

さ
せ
た
ほ
ど
の
大
雪
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　　切花の抑制栽培に期待
　今まで長い冬の間雪に埋もれて苦しんでば
かりいましたが、何とかこの雪を利用したい
と考え各万面からの協力を得て2年前から藝

室をつくり球根等を貯蔵しスカシユリ、リア
トリス、ススランなどの抑制切花の試験栽培
に取組んできました。初めての事で問題点ガ

出てきましたが、その結果を踏まえ今年取組

みまあまあの結果が出ました。経費節減等の
利点を考えると大いに期待できると思います。

　　　　木造耐雷型を導入
　屋根の雪下しから解放されたいという一念
と経費の面から、木造耐雪型の家を今年新築
しました。屋根が逆三角形になっているため

天井が低いのが欠点ですが、これで3Mの積
雪に耐えられれば何を言うこともありません。

今年の冬が初めての体験ですから「意地でも

屋根に上がらないぞJと思っているのですが、
そこまでわたしを含め家族が耐えられるかど
うか今から楽しみでもあり心配でもあります。

線
と
な
っ
で
い
ま
す
。
村
で
は

村
所
有
の
除
雪
機
械
十
一
台
と

借
上
除
雪
機
械
十
二
台
で
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関敏栄さん
　　　　（上山

昭
和
四
十
七
年
に

　
　
　
除
雪
ブ
ル
購
入

　
村
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

は
じ
め
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
購
入

し
て
以
来
、
村
道
の
除
雪
を
積

極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
村
道
延
長
の
二

六
・
二
％
に
当
る
五
十
四
・
一
嵯

（
消
雪
パ
イ
プ
四
・
五
緯
、
機
械

除
雪
四
十
九
・
六
嵯
）
が
除
雪
路

度
な
ど
を
は
じ
め
、
各
種
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
先
般
み

な
啓
ん
の
ご
協
力
を
得
て
「
雪

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　
冬
の
生
活
で
一
番
困
っ
て
い

る
ベ
ス
ト
五
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

二
、
お
ろ
し
た
雪
の
後
片
付
け

三
、
雪
道
で
の
歩
行

四
、
道
路
交
通
の
確
保

五
、
火
事
や
そ
の
時
の
避
難

　　　　　わたしとスキー
　わたしは、何もかも真っ自になる冬が好き
です。ノルディックスキーを始めて3年にな
りま残4年生の時は前に進むのがやっとだっ

たけど、練習を重ねて、去年はいろんな大会
で自分なりの成績を出しました。
　時には苦しくて途中でやめたいと思ったこ

とが何度もありました。でも、このたくさん
の雪に負けずがんばってきました。今後も、

雪を生かした運動に取り組んでいきたいです。

威力発揮

　　　　　　　1　　1億瓢万叩　1億手273万円1呈829万円

　　　　　　　　8，017万円　　　　　　　l　　　　　　　　　l
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灘鰯懸魏，魏懸雛鰹縣羅騰難懸艶

2

一
億
円
以
上
が
雪
対
策
に

　
雪
対
策
に
か
か
る
費
用
は
、

下
の
表
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に

昭
和
四
十
七
年
度
で
六
百
五
十

万
円
だ
っ
た
雪
害
対
策
費
が
、
昭

和
六
十
一
年
度
で
は
、
一
億
一

千
八
百
二
十
九
万
円
と
約
十
八

倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
雪
害
対

策
費
の
一
般
会
計
に
占
め
る
割

合
は
五
・
一
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
費
用
を
一
世
帯
当
り

に
換
算
し
ま
す
と
、
七
万
二
千

五
百
円
と
な
り
ま
す
。

　　スキーで親子のふれあいを
　近くにスキー場がオーブンしたのと子ども

たちが一人前に滑べれるようになったので、

日曜日はもっばらスキー場通いです。普段は

仕事に追われ子どもたちと接する機会が少な

いので、スキーを通して親子のふれあいを深
めています。5年生の長男は、士曜臼の午後
も祖父に連れていってもらう程スキーに夢中
になっています。今年こそ親子でスキー旅行
をしたいと考えているこのごろです。

恐』己さん
　（芋1

鈴木

講

松沢龍介くん
　　（田沢小6年）

閣懸羅懸羅瞭y■

竹藤さゆりさん

　　（倉俣小6年）

雪害対策費の推移灘
鞠
灘
購
講
．

灘
灘
　
　
薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
よ
う
に
雪
と
の
闘
い
を

反
映
し
て
か
、
　
「
雪
は
嫌
い
」

と
い
う
人
が
全
体
の
七
四
・
五

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
逆
に
雪
国
に
住
ん
で
い
て
よ

い
点
は
、
　
「
四
季
折
々
の
自
然

が
美
し
い
」
　
「
ス
キ
ー
が
で
き

る
」
　
「
水
が
豊
富
」
な
ど
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　
屋
根
雪
の
処
理
は
、
住
宅
を

人
手
で
処
理
す
る
と
答
え
た
人

が
全
体
の
八
三
・
六
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。
村
内
で
克
雪
住
宅

を
取
り
入
れ
て
い
る
家
庭
は
、

七
十
八
戸
で
、
全
体
の
六
・
三

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
克
雪
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
、
自
然
落
雪

型
六
十
二
戸
、
融
雪
型
三
戸
、

耐
雪
型
十
三
戸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
将
来
家
を
改
造
す

る
際
は
、
四
八
・
七
％
の
人
た

ち
が
克
雪
住
宅
を
取
り
入
れ
た

い
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
除
排
雪
を
外
部
に
委
託
し
て

い
る
家
庭
の
年
間
費
用
は
、
「
一

万
円
～
三
万
円
」
が
一
番
多
く

一
九
・
四
％
、
　
「
三
万
円
～
五

万
円
」
が
一
六
・
四
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
最
近
、
普
及
著
し
い
除
雪
機

械
は
、
百
三
十
世
帯
に
普
及
し

て
お
り
、
家
庭
用
と
し
て
九
十

五
台
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
－
、
小
型
除
雪
機
械
の
購
入

を
計
画
し
て
い
る
世
帯
は
、
百

九
十
三
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
型
除
雪
機
械
の
共
同
購
入

に
つ
い
て
は
、
　
「
必
要
」
と
す

る
人
が
三
五
％
に
対
し
、
「
必
要

で
な
い
」
と
答
え
た
人
が
四
八

・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
も
農
作
業
機
械
と
同
様
に
、

過
剰
投
資
が
危
ぷ
ま
れ
ま
す
。
、

　
村
道
を
含
む
除
雪
に
つ
い
て

は
、
　
「
今
の
程
度
で
や
む
を
得

な
い
」
を
含
め
、
七
二
・
九
％

の
人
た
ち
が
、
現
状
で
「
よ
し
」

と
し
て
い
ま
す
。
道
路
除
雪
の

一
部
経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、

「
負
担
金
を
取
っ
て
も
よ
い
か

ら
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
答

え
た
人
が
、
≡
二
・
四
％
あ
る

半
面
「
負
担
金
を
取
っ
て
ま
で

や
る
必
要
は
な
い
」
と
答
え
た

一車線やっとの田沢商店街

人
が
四
五
・
三
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
、

「
ほ
と
ん
ど
毎
日
出
し
て
い
る
」

と
答
え
た
人
が
全
体
の
一
二
隔

八
％
、
　
「
時
々
出
す
」
人
が
四

五
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
に
驚
く
と
と
も
に
、

何
か
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
降
雪
日
の
朝

の
玄
関
な
ど
の
除
雪
は
、
二
十

分
以
上
か
け
て
い
る
家
が
全
体

の
五
八
・
一
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
一
時
間
以
上
も
か

け
て
い
る
家
が
、
二
二
・
二
％

も
あ
る
の
に
は
驚
き
で
す
。

　
雪
を
と
か
す
た
め
の
地
下
水

の
利
用
は
、
「
使
っ
て
い
な
い
」

と
答
え
た
人
が
全
体
の
八
三
・

○
％
を
占
め
、
家
庭
で
は
地
下

水
の
利
用
が
低
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
親
雪
面
で
は
、
　
「
や
り
た
い

が
あ
ま
り
し
な
い
」
と
答
え
た

人
を
含
め
、
七
六
・
二
％
の
人

た
ち
が
、
冬
期
の
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
回
答

者
の
内
五
六
％
が
五
十
代
以
上

の
た
め
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
冬
期
の
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
は
「
ス
キ
ー
場
の
整

備
」
　
「
屋
内
運
動
場
の
整
備
充

実
」
　
「
雪
上
運
動
会
の
実
施
」

を
上
げ
て
い
ま
す
。
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ミ
、10。4％繍灘繍 　　　　　★

思う父鷺　　　15・7％
　　　れりた

　　　　　★
　　　す機あしているかのな

　　　　購た
　　　　入の
　　　　を家していない
　　　　計で
　　　　画は
　　　　し小
無回答　　て型
　　　　い除
　　　　ま雪

39．4％

灘灘難、麟灘難獺
48．7％

繍難麟響籔，甕1灘欝 45．7％

73．7％
13・9％！灘灘懸

大変満足している　　　　　　★

　　　　　　ど等通あ
だいたい満足している　うのじな

　　　　　　思除るた
今の程度でやむを得ない　い雪国が

　　　　　　ま状道住
やや不満である　　　す況’ん

　　　　　　かに県で
非常に不満である　　　　　っ道い

　　　　　　　い　、る
無回答　　　　　て村家
　　　　　　　’道に

　　　　　★
な　　いこ雪屋
　　　とし根
　　　がた冒
時々あるあ冒及
　　　りをぴ　　　4。．6％
ほとんど毎日ま’住
出しているす通宅

　　　か路周
　　　　に辺無　回　答
　　　　出の
　　　　す除

12．8％

1L3％馨灘簿

　　　た克の
思わないい冒家
　　　と屋で
　　　思根は
　　　い方将
無回答　ま式来
　　　すを改
　　　かと造

L9％i叢
2．1％

10．7％ 10．6％

　　　すしているか、
つ

48．7％　　　1，思
雪
し
た
冒
を
、

こ
と
が
あ
り
ま
す
か

い
　
　
　
　
る

　
　
　
あ

　
　
　
々

な
　
　
　
時

39．4％

45．7％

雪
国
生
活
を
よ
り
快
適

　
克
雪
住
宅
の
原
理
は
、
次
の

三
つ
の
型
に
区
別
で
き
ま
す
。

①
落
雪
型

　
当
村
に
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
屋
根
勾
配
、
滑
り
や
す
い

屋
根
材
を
使
用
し
落
雪
す
る
。

②
融
冒
型

　
大
ま
か
に
分
け
て
、
電
熱
融

雪
、
温
風
融
雪
、
温
水
融
雪
、

ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
融
雪
、
地
下
水

利
用
方
式
の
五
種
類
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
当
村
に
は
、
融
雪
屋

根
を
取
り
入
れ
て
い
る
家
庭
は

三
戸
あ
り
ま
す
。

③
耐
雪
型

　
従
来
耐
雪
型
と
い
う
と
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
が
中
心
で

し
た
が
、
木
造
で
も
耐
雪
型
の

も
の
が
で
き
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
屋
根
を
水
平
に
す
る
こ

と
で
、
屋
根
面
積
を
少
な
く
し

風
が
雪
を
吹
き
飛
ば
す
「
吹
き

払
い
現
象
」
で
積
雪
量
を
減
ら

す
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ス
ト
は
、
普
通
の
木
造
住
宅
よ

り
、
一
割
程
度
の
ア
ッ
プ
で
済

む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
克
雪
住
宅
の
研

究
は
、
五
～
六
年
前
か
ら
官
民

一
体
と
な
っ
た
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
十
一
月
十
四
、
十

五
日
長
岡
市
で
開
か
れ
た
「
新

潟
県
克
雪
総
合
普
及
展
」
で
は

数
々
の
克
雪
屋
根
シ
ス
テ
ム
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

小
型
除
雪
機
械

　
　
村
内
に
百
三
台
普
及

　
克
雪
住
宅
の
研
究
と
と
も
に

家
庭
用
の
小
型
除
雪
機
械
も
研

究
改
良
さ
れ
、
村
内
に
も
百
三

台
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
比
較

的
敷
地
面
積
の
広
い
当
村
で
は

落
し
た
雪
片
付
け
や
道
つ
け
に

小
型
除
雪
機
械
が
威
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

雪
を
資
源
と
し
て

　
わ
た
し
た
ち
を
苦
し
め
て
い

る
雪
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
塊
り
と
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
雪
が
融
け
れ
ば

農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
飲
料

水
な
ど
水
資
源
と
し
て
、
ま
た

豊
富
な
水
は
、
水
力
発
電
に
使

・
え
ま
す
。

　
県
で
は
、
六
十
一
年
九
月
に

「
新
潟
県
雪
対
策
大
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

従
来
の
克
雪
の
考
え
か
ら
利
雪

－
』
‘

へ
と
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
雪

利
用
は
、
野
菜
の
抑
制
栽
培
、

雪
中
貯
蔵
、
雪
ま
つ
り
、
ス
キ

ー
な
ど
、
農
業
や
観
光
に
生
か

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
大

綱
の
中
で
は
、
雪
を
水
資
源
と

し
て
利
用
す
る
雪
ダ
ム
の
調
査

研
究
、
雪
を
冷
熱
源
と
す
る
温

度
差
発
電
の
開
発
、
地
域
冷
房

シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
の
推
進

も
盛
り
込
ま
れ
、
新
し
い
発
想

が
出
て
い
ま
す
。

年別最高積雪深
観測点中里村役場

411

212

172

織
遡
、
、
、
欝

、
攣
㈱
藻
．
、
麟
・
．
露
跳
。
53

艶
冬

雛
、
液

雪
国
の
よ
い
面
に

、
灘S葡

楽
し
あ
雪
ヘ
パ
ワ
ー
ア
ツ
ブ

　
当
村
で
は
、
雪
を
有
効
に
生

か
す
た
め
の
方
策
を
真
剣
に
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
一
つ
は
、

当
間
山
麓
に
計
画
さ
れ
て
い
る

ス
キ
ー
場
で
す
。
現
在
、
白
羽

毛
、
市
之
越
の
賛
成
地
域
の
測

量
調
査
を
進
め
、
清
津
高
原

観
光
開
発
㈱
（
第
三
セ
ク
タ
ー
－
）

で
は
、
基
本
計
画
を
立
て
地
元

地
権
者
の
開
発
同
意
を
と
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
保
安
林
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切雪室を利用した

除
等
各
種
の
事
務
手
続
き
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
昭

和
六
十
三
年
の
十
二
月
に
は
、

一
部
オ
ー
プ
ン
を
し
た
い
計
画

で
す
。

　
農
業
面
で
は
、
雪
を
生
か
し

た
雪
下
ニ
ン
ジ
ン
が
、
村
内
で

三
鈴
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

甘
味
を
増
し
た
雪
下
ニ
ン
ジ
ン

は
、
市
場
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
ム
ロ

を
利
用
し
た
切
花
の
抑
制
栽
培

は
、
リ
ア
ト
リ
ス
、
ス
カ
シ
ユ

リ
、
カ
ス
ミ
草
、
ス
ズ
ラ
ン
（
鉢

物
）
な
ど
が
試
験
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
量
産
体
制
に

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
雪
を

生
か
し
た
農
業
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
親
雪
面
で
は
、
ス
キ
ー
や
カ

マ
タ
ラ
、
雪
上
運
動
会
な
ど
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、

雪
上
運
動
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
鳥
追
い
や
道
楽
神
焼
き
の

復
活
も
あ
ち
こ
ち
の
集
落
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
や

青
年
層
を
中
心
に
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
人

た
ち
は
、
雪
処
理
に
忙
が
し
い

と
い
う
の
が
実
状
で
す
。

　
し
か
し
、
一
昔
前
に
比
べ
ま

す
と
、
「
耐
え
る
」
雪
か
ら
「
楽

し
む
」
雪
国
の
生
活
へ
と
大
き

く
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

通
じ
る
国
道
、

ど
う
思
い
ま
す
か

大変満足している

だいたい満足している

今の程度でやむを得ない

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
の
中
で

は
、
「
雪
を
嫌
い
」
と
答
え
た
人

が
、
全
体
の
七
四
・
五
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
雪
に
苦
し
め
ら
れ

る
現
状
の
中
で
は
、
致
し
方
の

な
い
こ
と
で
す
が
、
も
う
少
し

雪
に
対
す
る
認
識
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
確
か
に
雪
は
大
変

で
す
が
、
火
山
の
噴
火
、
台
風

の
上
陸
、
騒
音
や
公
害
に
泣
い

て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
地
方
で
は
、

雪
の
降
る
こ
と
を
除
け
ば
、
人

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
災
害
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
雪
を
克
服
し
、
利
雪
、
親
雪

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
村

民
み
ん
な
が
、
こ
の
村
を
愛
す

る
心
を
も
つ
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
大
人
が
「
雪
が
降

っ
て
ダ
メ
だ
」
ど
ば
か
り
嘆
い

て
い
て
は
、
村
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
村
に
愛

着
を
も
つ
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
は
、
四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
の
中
で
生
活
で
き

る
こ
と
の
価
値
感
と
い
っ
た
も

の
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
商
工
会
の
講
演
に
こ
ら
れ
た

松
沢
友
三
氏
は
、
　
「
必
ず
村
や

町
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
村
の

美
し
い
自
然
、
我
慢
強
く
し
か

も
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
性
と

い
っ
た
よ
い
面
に
目
を
向
け
、

そ
れ
ら
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

・
灘
、
〆

，
　
　
’

鍵

雛

｝
チ
蓼
多

雪を楽しむ雪上運動会

、
難
多
嚢
武
”
瀞
章
繋
’

一さん（小出）村山

　
清
津
峡
温
泉
で
旅
館
を
営
む

村
山
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年

か
ら
東
京
電
力
の
委
託
を
受
け

　
　
清
津
川
の
水
位
調
査
と
天

候
、
気
温
、
降
積
雪
の
観
測
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
村
山
さ
ん
は
、
自
分
の
記
録

や
過
去
の
文
献
を
基
に
、
昭
和

六
十
年
代
は
、
　
「
少
雪
」
と
予

想
し
て
い
ま
す
。
　
「
昔
か
ら
冬

至
（
十
二
月
二
十
日
こ
ろ
）
ま

で
に
一
堀
り
堀
れ
ば
十
堀
り
降

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
庚
申

講
の
記
録
を
た
ど
っ
て
み
て
も
、

戦
後
の
大
雪
の
前
年
の
暮
れ
に

は
た
く
さ
ん
の
雪
が
降
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
一
と
話
し
ま
す
。

、
鷺

　
役
場
で
は
、
雪
対
策
を
進
め

る
た
め
、
各
課
か
ら
職
員
が
出

て
広
い
観
点
か
ら
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
雪
対
策
条
例
は
、
今
年
度
中

に
制
定
さ
れ
ま
す
。
条
例
の
内

容
は
、
大
き
く
分
け
て
雪
の
克

服
、
利
雪
・
親
雪
、
雪
害
対
策

の
三
つ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
条

例
を
基
に
各
種
諸
制
度
が
作
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
雪
処
理

要
綱
（
雪
処
理
の
方
法
等
）
も
、

事
実
、
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た

野
帳
の
記
録
を
見
ま
す
と
過
去

十
年
間
の
中
で
、
当
て
は
ま
ら

な
い
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
だ

け
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
五
十

五
年
は
、
消
雪
は
早
く
訪
ず
れ

て
い
ま
す
。

　
雪
の
降
り
方
に
も
十
年
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
，

の
周
期
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
擁

と
い
う
村
山
さ
ん
は
「
昭
和
の
剛

大
雪
は
、
＋
年
代
と
五
＋
年
代
蝿

轄
麹
鞭
韓
鱗
磯

同
じ
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
　
勘

こ
れ
が
当
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
　
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顎

今
年
度
中
に
作
成
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
村
で
は
、
今
ま
で
も
除
雪
、

消
雪
パ
イ
プ
、
雪
崩
防
止
棚
な

ど
の
防
雪
事
業
を
強
力
に
進
め

て
き
ま
し
た
。
冬
場
の
除
雪
は

近
隣
市
町
村
よ
り
も
上
と
い
う

評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
で
も
、

冬
期
保
要
用
員
の
設
置
、
雪
崩

巡
視
員
の
設
置
、
へ
き
地
救
急

協
力
員
の
設
置
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ト
の
配
備
、
生
活
困
窮
者
へ
の

援
助
な
ど
き
め
細
か
い
対
策
を

と
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
対
策
の
中
で
は
、

従
来
の
諸
制
度
の
中
で
、
カ
バ

ー
で
き
な
い
も
の
を
、
新
規
事

業
と
し
て
盛
り
込
み
ま
す
。
ま

た
、
新
規
事
業
の
設
置
に
当
っ

て
は
、
国
・
県
の
補
助
制
度
を

効
率
的
に
使
っ
て
い
く
予
定
で

す
。　
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
　
愛
す
る
心
か
ら

　
村
で
は
、
雪
対
策
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
か
ら
も
雪
と
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
「
わ
が
家
の
克
雪
」

か
ら
始
め
、
隣
近
所
、
集
落
へ

と
そ
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま
し

よ
・
つ
。

　
克
雪
・
利
雪
・
親
雪
は
、
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

づ昭和62年12月10日広報かかマご5
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克
雪
は

　
　
　
譲
り
合
い
の
精
神
で

　
雪
国
の
生
活
を
よ
り
快
適
な

も
の
に
す
る
た
め
、
村
で
は
全

力
を
上
げ
て
道
路
の
除
雪
対
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
車
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い

今
日
の
社
会
で
は
、
交
通
の
ス

ト
ッ
プ
は
、
村
民
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
面
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

こ
の
村
民
の
生
命
線
と
も
い
え

る
道
路
確
保
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
本
格

的
な
冬
将
軍
到
来
を
前
に
、
み

◎聖鞭1
緊蒸，嚢φ辮る無鶴遵路状瀦が刻々と変

1驚擁・お蟹蜘醐闘に鵜けな懇、
こと1があり謙轡oこ々なζきは還り蓉

、嘗ね。また、降雪が続いた総など、藻

雪溝に饗が誌慧り難路纏氷があ心れる

毒灘織轟蒙雛
懲灘1嚢欝騨

ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

道
路
を
雪
捨
て
場
に

　
　
　
　
　
　
し
な
い
で

　
冬
場
、
村
内
を
回
っ
て
見
ま

す
と
、
随
分
身
勝
手
な
情
景
を

目
に
し
ま
す
。
道
路
を
雪
捨
て

場
と
間
違
え
て
い
る
人
、
下
流

の
水
つ
き
も
考
え
な
い
で
川
に

雪
を
入
れ
る
人
、
み
な
さ
ん
心

当
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
屋
根

　
　
　
　
　
　
纏
膏

が
道
路
に
面
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
あ
る
程
度
落
と
す
の
は
や

む
を
え
ま
せ
ん
が
、
下
に
一
人

い
て
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い

よ
う
な
ひ
く
ば
り
を
も
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
困
り
ま
す

　
　
　
違
法
駐
車

　
午
前
三
時
起
き
で
除
雪
を
開

始
す
る
運
転
手
さ
ん
の
最
大
の

敵
は
違
法
駐
車
で
す
。
た
っ
た

一
台
の
違
法
駐
車
の
車
で
除
雪

が
遅
く
れ
れ
ぱ
、
多
く
の
人
た

ち
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
道

路
へ
の
違
法
駐
車
は
、
絶
対
に

や
め
ま
し
よ
う
。

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

　
　
雪
水
の
は
ね
あ
げ
防
止

　
「
バ
シ
ャ
ー
」
心
な
い
運
転
手

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
た
ち
が

雪
水
を
か
け
ら
れ
ま
す
。
自
分

よ
り
も
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
子
ど
も
が
い
て
も
、

平
気
で
飛
ば
し
て
い
く
車
ゆ
思

わ
ず
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
と
叫
ぴ

た
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者
が
い

た
ら
ゆ
っ
く
り
走
り
抜
け
る
心

の
温
か
い
運
転
手
に
な
り
ま
し

よ
・
つ
。

　
雪
国
の
生
活
を
守
る
た
め
、

お
互
い
に
我
慢
す
る
と
こ
ろ
は

我
慢
し
、
譲
り
合
い
の
精
神
を

も
ち
ま
し
ょ
う
。

6

手づくり製品に自信深める
，・像‘。♂～㌔◎、のA・べ・♂．，、3擢’」！る！㌃醐縞も、．

　　　　　　新座市農業祭へ参加

　
十
一
月
二
十
二
日
、
埼
玉
県

新
座
市
の
農
業
祭
に
、
村
内
か

ら
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
、
婦
人

グ
ル
ー
プ
、
特
産
品
販
売
業
者

な
ど
一
行
五
十
二
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
一
年
三

月
か
ら
進
め
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
交
流
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
農
業
祭
に
参
加
す
る
た
め
先

発
隊
十
二
人
は
、
二
十
一
日
の

午
後
一
時
三
十
分
四
ノ
ト
ラ
ッ

ク
に
特
産
品
を
満
載
し
て
新
座

市
へ
直
行
。
翌
日
五
時
起
き
で

会
場
を
準
備
。
一
方
、
後
発
隊

は
二
十
二
日
、
朝
五
時
役
場
を

出
発
、
新
座
市
に
八
時
に
到
着
。

そ
し
て
、
先
発
隊
と
合
流
。

　
朝
九
時
．
開
場
と
と
も
に
飛

行
機
が
上
空
を
飛
び
「
中
里
村

　
　
　
　
物
産
展
」
を
P
R
。

おにぎり大繁盛

お
客
さ
ん
は
、
午
前

十
一
時
こ
ろ
を
ピ
ー

蓋

ク
に
約
五
千
人
が
来

場
。　
当
村
か
ら
持
ち
込

ん
だ
特
産
物
は
、
会

場
の
好
位
置
を
提
供

さ
れ
、
終
日
た
ぐ
さ

ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
都
市
住

民
特
産
品
意
向
調
査

に
協
力
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
は
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
米
（
二
合
詰
め
）
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
米
の
お
に
ぎ
り
の

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
長

い
行
列
が
で
き
ご
飯
を
炊
く
の

が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
好
評
で

し
た
。
つ
き
た
て
の
モ
チ
（
二

百
円
）
も
飛
ぷ
よ
う
に
売
れ
、

裏
方
さ
ん
は
、
ご
飯
ふ
か
し
と

モ
チ
つ
き
に
汗
み
ど
ろ
に
な
り

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
中
里
村
出
身
者

や
県
内
出
身
者
が
詰
め
か
け
、

モチつきで粘りのある交流を

ふるさとの味覚大いにPR

「
し
ょ
う
ゆ
の
実
懐
か
し
い
」

「
方
言
を
聞
く
と
故
郷
を
思
い

出
す
わ
」
と
い
っ
た
会
話
が
交

さ
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
「
事

前
に
知
ら
せ
て
く
れ
れ
ば
、
お

手
伝
い
を
し
た
の
に
」
と
言
つ

て
く
れ
た
人
も
い
て
、
参
加
者

た
ち
を
感
激
さ
せ
ま
し
た
。

　
一
方
、
村
長
以
下
村
の
関
係

者
七
人
は
、
新
座
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
、
大
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。

　
今
回
の
交
流
を
通
じ
参
加
者

た
ち
は
「
勉
強
に
な
っ
た
し
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
自
信
も
つ
き
ま
し

た
」
と
初
め
て
の
体
験
に
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
来
年
も
農
業
祭
へ

参
加
す
る
と
と
も
に
、
新
座
市

と
の
よ
り
深
い
交
流
を
進
め
て

い
く
方
針
で
す
。

　
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

大
量
の
水
を
運
ぶ

　
　
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
視
察

　
昭
和
六
十
年
八
月
か
ら

R
東
日
本
旅
客
㈱
信
濃
川
工
事

事
務
所
で
進
め
て
い
る
、
信
濃

川
水
力
発
電
再
開
発
工
事
の
宮

中
取
水
口
の
建
設
現
場
を
、
中

魚
沼
郡
町
酎
会
主
催
で
視
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
取
水
口
の
工
事
は
、
最
後
の

仕
上
げ
段
階
に
入
っ
て
お
り

熊
本
所
長
の
話
し
に
よ
り
ま
す

と
三
月
こ
ろ
完
成
す
る
予
定
。

同
時
に
魚
道
の
改
修
工
事
も
急

ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
度
の
魚
道
は
、
昔
　
木
流
し

で
使
わ
れ
て
い
た
水
路
を
含
め

大
型
魚
道
と
小
型
魚
道
が
作
ら

れ
ま
す
。
熊
本
所
長
の
話
し
に

よ
れ
ば
、
大
型
魚
道
に
三
・
七

　
　
4
型
魚
道
に
○
・
三
ノ
の

巨大な

水
を
流
し
　
魚
の
呼
び
水
と
し

て
四
ト
ン
を
魚
道
か
ら
河
川
に

向
っ
て
放
流
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
水
の
量
は
、
取
水
口
の
水
の

高
さ
に
応
じ
、
開
閉
す
惹
水
門

と
な
り
　
渇
水
期
を
想
定
し
七

－
ン
流
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、

流
量
計
も
設
置
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
取
水
口
か
ら
小
千
谷
山
本
山

の
調
整
池
に
通
じ
る
水
路
ト
ン

ネ
ル
は
、
国
道
の
ト
ン
ネ
ル
を

思
わ
せ
る
巨
大
な
も
の
で
し
た
。

J
R
東
日
本
は
、
こ
の
地
方
の

か
け
が
え
の
な
い
水
を
奪
う
こ

と
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ

誠
意
を
も
っ
た
姿
勢
を
示
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
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，
山
梨
県
の
清
里
は
、
年
間
二

百
万
人
の
若
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
九

年
こ
ろ
か
ら
お
客
が
落
ち
込
ん

で
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
時

代
は
移
り
変
っ
て
い
く
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

村
づ
く
り
は
、
始
め
が
あ
っ
て

終
り
が
な
い
。
長
い
尺
度
で
見

て
・
い
く
必
要
が
あ
る
。
愛
知
県

の
足
助
町
で
は
、
昭
和
十
二
年

に
神
社
が
荒
れ
て
い
る
と
い
う

の
で
紅
葉
を
植
え
た
こ
と
か
ら

紅
葉
で
有
名
に
な
っ
た
。
孫
の

な
い
と
思
う
。
リ
ゾ
ー
ト
地
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
通

り
の
生
活
が
で
き
し
か
も
都
市

的
な
魅
力
を
も
つ
こ
と
だ
。
そ

し
て
地
域
の
文
化
と
ふ
れ
合
う

と
と
も
に
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
交
流
の
場
が
必
要
で
あ
る
。

　
村
づ
く
り
の
中
で
「
食
べ
物
」

は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
土
地

に
来
た
喜
ぴ
を
感
じ
さ
せ
る
工

夫
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
村
づ
く
り
は
、
村
民
一
人
一

人
が
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
実
行
し
て
い
く
こ

と
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
地
域

全
体
が
協
力
し
て
や
る
こ
と
だ
。

　
中
里
村
は
首
都
圏
に
近
い
と

い
う
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
大
い
に
議
論
し
合
い
な
が

ら
、
す
ば
ら
し
い
村
を
築
い
て

ほ
し
い
。

『行動に移そう』と熱弁をふるう安問氏

地
域
活
性
化
へ
の
道

　
村
で
は
、
今
年
慶
県
の
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ

し
事
業
を
取
り
入
れ
、
地
場
産
彙
フ
ェ
ア
な
ど

各
種
の
事
巣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
十
二
月
一
日
、
ヤ
ス
マ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
長
、
安
問
聞
勇
氏
を
迎

え
「
地
域
活
性
化
戦
略
N
O
W
」
と
題
し
た
講
演

会
が
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
問
氏
は
、
現
在
、
村
の
委
託
を
受
け
村
の
総

合
開
発
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

午
後
七
時
か
ら
は
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
が

林
屋
旅
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

た
め
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
や

る
こ
と
が
実
に
な
る
。

　
中
里
村
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

食
品
、
雄
大
な
自
然
、
き
れ
い

な
水
が
あ
る
。
こ
う
し
た
資
源

を
一
つ
一
つ
堀
り
起
こ
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は

経
済
力
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
農
業
面
を
考
え
て
み
ま
す
と

作
る
こ
と
だ
け
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
も
っ
と
消
費
者
を
見
な

が
ら
付
加
価
値
の
あ
る
物
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

か
ら
は
、
バ
イ
テ
ク
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
全
国
的

に
特
産
品
づ
く
り
が
盛
ん
で
あ

レ
ポ
ー
ト

　
「
今
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人

に
何
が
で
き
る
か
」
こ
ん
な
呼

び
か
け
に
三
十
人
の
仲
間
が
集

ま
り
、
第
一
回
村
づ
く
り
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
会
議
が
、
林
屋
旅
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ト
チ
を
講
演
会
の
講
師
、
安

間
一
勇
氏
か
ら
受
け
た
後
、
参

加
し
た
人
た
ち
は
肩
書
を
は
ず

し
、
深
夜
に
至
る
ま
で
熱
心
を

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
出
さ
れ
た
主
要
な
意
見
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

★
識
論
の
場

　
だ
れ
も
が
村
を
も
っ
と
活
性

化
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

中
々
そ
れ
を
行
動
に
移
せ
な
い
。

何
を
や
る
に
も
多
く
の
仲
間
が

必
要
。
そ
う
し
た
仲
間
を
つ
く

る
が
本
当
に
商
品
化
さ
れ
た
も

の
は
少
な
い
。
食
べ
て
う
ま
い

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
包
装
紙

も
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
先
端
企
業
の
中
で
も
よ
い
自

然
環
境
を
求
め
て
都
心
を
離
れ

る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。
企
業

誘
致
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
根
気

強
く
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
内
発
型
の
工
業
を
育
て

る
必
要
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
の

公
共
事
業
も
大
手
の
下
請
し
か

で
き
な
い
。
地
元
の
建
設
会
社

が
、
雪
国
の
土
木
技
術
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　
商
業
は
街
の
顔
で
あ
る
。
商

店
が
こ
の
村
か
ら
無
く
な
れ
ば

り
、
お
互
い
の
考
え
て
い
る
こ

と
を
知
る
た
め
に
は
、
も
っ
と

も
っ
と
議
論
と
交
流
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
う
い
う
企

画
が
と
て
も
大
切
。

★
勇
気
を
も
っ
て
行
動
を

　
こ
う
し
た
会
議
に
出
る
こ
と

も
、
ま
し
て
や
具
体
的
に
行
動

を
起
す
た
め
に
も
勇
気
が
必
要
。

他
人
の
声
に
萎
縮
し
て
し
ま
っ

て
は
何
も
で
き
な
い
。
村
を
よ

く
し
た
い
と
い
う
皆
の
心
は
同

じ
は
ず
。
し
り
切
れ
ト
ン
ボ
に

な
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
こ
う
。

★
リ
ゾ
ー
ト
と
村
の
明
日

　
村
の
将
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

ほ
し
い
。
そ
れ
が
な
い
と
自
分

が
ど
う
頑
張
っ
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

リ
ゾ
ー
ト
を
考
え
る
と
き
、
ま

ず
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
都
市
機
能
を
も

っ
た
リ
ゾ
！
ト
が
あ
る
と
い
う

自由に発書し合う参加者たち

歯
車
が
欠
け
る
よ
う
に
過
疎
化

が
進
む
と
思
う
。
商
店
の
人
た

ち
は
「
地
域
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
」
と
い
う
考
え
を
も
つ

必
要
が
あ
る
。
幸
い
国
道
一
一

七
号
線
の
改
良
が
迫
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
契
機
に
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
商
店
街
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

　
若
い
人
た
ち
は
、
仕
事
は
仕

事
、
遊
び
は
遊
び
と
い
う
よ
う

に
余
暇
生
活
に
重
点
を
置
い
て

い
る
。
関
東
周
辺
で
リ
ゾ
！
ト

の
適
地
は
、
当
地
を
含
め
た
上

越
国
境
一
帯
と
山
梨
県
の
秩
父

茨
城
県
の
霞
が
浦
の
三
つ
し
か

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
に
、
自
分
た
ち
の
地
域
の

暮
ら
し
と
文
化
を
も
っ
と
堀
り

下
げ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
今

の
ま
ま
で
は
生
活
基
盤
が
弱
い

村
づ
く
り
に
は
基
本
理
念
が
必

要
と
い
う
。
基
本
理
念
っ
て
何

だ
ろ
う
。
大
会
社
の
開
発
は
、

地
域
住
民
と
共
存
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
リ
ゾ
ー
ト
議
論
は
、

今
が
一
番
大
切
な
と
き
。

★
わ
た
し
た
ち
と
行
政

　
行
政
は
、
わ
た
し
た
ち
に
も

っ
と
細
か
い
手
を
差
し
の
べ
て

ほ
レ
い
、
で
も
、
最
初
か
ら
行

政
に
甘
え
て
は
行
動
を
起
せ
な

い
。
行
政
に
積
極
的
に
ぷ
つ
か

っ
て
行
く
気
持
も
大
切
。

　
こ
の
他
に
も
、
村
づ
く
り
へ

の
具
体
的
な
方
策
が
た
く
さ
ん

出
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
の
知
恵

っ
て
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の

で
す
ね
。
次
回
は
あ
な
た
も
。

村づくりへ熱き思いふくらんだパワー会議

何とかしたい
　　という気持を

求さん（干溝藤田

　中里村は過疎化が進み、嫁婿不足、就

労の場がない、農業は前途が厳しい等々
　　　ひん危機に瀕しています。一方でこの村を愛

し希望のもてる村づくりを願っている人

たちがたくさんいると感じました。講演

でもバワーアッフ会議でも「もっと；もっ

と議論をし合おう」　「みんなで知恵を出

し合おうJ「手をとりあって協力してい

こう」という意見が相次いで出されまし

た。今後もこうした場をつくり、埋もれ

ている宝の山をわたしたち自身で堀り当

て更に磨き、子どもたちに残したいと切に思い

ます。何としてもこの村を「住みにくいJ

「住みたくない村」にしてはなりません。

　何をどうしたらいいのかすぐには分か

りませんが、「何とかしたい」という気

持さえあれば、いろんなチヤンスやきっ

かけがやうてくると思います。

　
今
冬
か
ら
国
道
三
五
三
号
線

葎
沢
↓
塩
沢
間
が
、
冬
期
で
も

通
行
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
の
豪
雪
を
契

機
に
、
無
雪
化
の
計
画
が
立
て

ら
れ
、
以
来
四
年
が
か
り
で
防

雪
工
事
が
、
十
日
町
、
六
日
町

土
木
事
務
所
の
所
轄
で
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
が
完
了
し
、
十
一

月
三
十
日
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
お

も
や
（
葎
沢
）
駐
車
場
で
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
側
に
は
、
十
五
億
円

冬期間の安全を願う

が
投
入
さ
れ
、
雪
崩
防
止
棚
、

ス
ノ
ー
シ
ェ
ー
ド
、
道
路
拡
幅

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
三

～
四
年
か
け
て
一
部
道
路
の
拡

幅
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
区
間
の
冬
期
無
雪
化
は

首
都
圏
を
結
ぷ
最
短
コ
ー
ス
と

し
て
、
当
村
ば
か
り
で
な
く
津

南
町
、
東
頸
城
、
長
野
県
北
部

の
人
た
ち
の
悲
願
で
し
た
。
今

ま
で
は
、
冬
に
な
り
ま
す
と
十

日
町
の
八
箇
峠
回
り
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
倍
近
い
時
間
が
必
要

で
し
た
。
こ
の
無
雪
化
は
、
住

民
の
足
の
確
保
ば
か
り
で
な
く

冬
の
観
光
誘
客
へ
大
き
な
は
ず

み
と
な
り
ま
す
。

　
当
村
で
も
清
津
峡
の
通
年
観

光
や
ス
キ
ー
場
開
発
へ
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

地域発展に重要な国道353号線

雪
崩
防
止
棚
完
成
で
大
き
な
安
心

　
五
人
の
尊
い
生
命
を
奪
っ
た

清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害
発
生
以

来
、
早
三
年
十
ヵ
月
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
か
ら

四
年
が
か
り
で
雪
崩
防
止
工
事

が
、
六
日
町
営
林
署
の
管
轄
で

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
が
完
了
し
、
十
二

月
三
日
、
清
津
館
で
雪
崩
防
止

工
事
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
の
中
で
上
村
村
長
は

「
前
橋
営
林
局
、
新
潟
県
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
り
っ
ぱ
な
雪
崩
防
止

棚
が
完
成
し
た
こ
と
に
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
亡
く雪の重圧に耐える防止柵

灘置　
　
　
麹
濁
・
，
嬬
，

ノ

な
ら
れ
た
人
た
ち
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
」
と
あ
い

，
さ
つ
。

　
斜
度
三
五
度
～
四
十
五
度
と

い
う
作
業
条
件
の
厳
し
い
中
で

工
事
が
進
め
ら
れ
、
雪
崩
防
止

棚
二
十
九
基
（
廷
長
三
五
八
M
）

と
な
だ
れ
防
止
階
段
五
段
（
廷

長
一
四
三
M
）
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な

構
造
物
を
高
い
密
度
で
施
工
し

た
例
は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い

も
の
で
、
総
工
費
一
億
八
千
万

円
を
要
し
ま
し
た
。

　
大
自
然
の
猛
威
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
充
分
注

意
を
払
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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聴衆を感動させた中里中吹奏楽部

　生

　田沢小学校の改築とともに、新しい二

宮金次郎の銅像が、田中の滝沢勝茂さん

（富山県高岡市在住）から寄贈されました。

この二宮金次郎の銅像は、今回で3代目に

なりま丸初代の銅像は、戦争で亡くなられ

た滝沢さんの叔父さんの供養と田沢小学

校児童の学力の向上を願って、滝沢さん

の父親と祖母が昭和16年に寄贈したもの

です。その銅像は、太平洋戦争の際兵器

を作るため軍隊に供出されました。2代

目は、コンクリート製で、昭和27年に建

てられました。

　今回の改築で銅像を移動することにな

りましたが、傷みが激しく移動が不可能

なため滝沢さんに相談したところ、心よ

く3代目の立派な銅像を寄贈していただ

きました。

1o

一生懸命やったよ（田沢小）

　
十
一
月
十
三
日
　
中
里
中
学

校
体
育
館
で
第
二
回
村
内
小
中

学
校
音
楽
発
表
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
た
体

育
館
の
中
で
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の

美
し
い
音
色
が
響
き
ま
す
。
各

学
校
と
も
こ
の
発
表
会
の
た
め

に
練
習
を
重
ね
て
き
た
だ
け
あ

っ
て
ど
の
曲
も
聞
き
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命
タ
ク
ト
を
振
る
先

生
を
見
つ
め
る
真
剣
な
子
ど
も

た
ち
の
目
、
ピ
ー
ン
と
張
り
詰

め
た
緊
張
感
が
聴
衆
に
も
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　
曲
に
合
せ
身
体
を
左
右
に
動

か
し
な
が
ら
の
熱
演
に
、
会
場

し
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

　
た
。
演
奏
を
無
事
終
え
て
緊

張
が
ゆ
る
ん
だ
表
情
が
、
と
て

も
子
ど
も
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク

！
ル
で
見
事
銀
賞
を
射
止
め
た

中
里
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
な
じ
み
深
い
ア
ニ
メ
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
後
、
　
「
ス
タ
…
ラ

イ
ト
」
が
演
奏
さ
れ
、
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
洗
練
さ
れ
た
演

奏
は
、
聴
衆
に
深
い
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
、

　
鈴
木
教
育
委
貝
長
は
「
音
楽

リコーダーの美しい音色（高道山小）

は
、
人
間
に
と
っ
て
最
高
の
も

の
で
あ
る
。
熱
演
に
か
た
ず
を

の
ん
で
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

実
に
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え

あ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
音
楽
発
表
会
の
開

催
は
、
子
ど
も
た
ち
の
音
楽
へ

の
興
味
を
高
め
る
と
と
も
に
、

音
楽
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
大
き

な
布
石
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
・
つ
か
。

いろいろなリコーダー演奏（貝野小）

宮
中
の
吉
楽
友
吉
さ
ん

　
　
　
　
勲
七
等
端
宝
章
に
輝
く

吉楽友吉さん（宮中

　
宮
中
の
吉
楽
友
吉
さ
ん
は
、

先
き
の
叙
勲
で
「
勲
七
等
端
宝

章
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
吉
楽
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四

年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
退
職
ま

で
、
十
日
町
土
木
事
務
所
の
道

路
補
修
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

さ
ら
に
嘱
託
と
し
て
今
年
の
三

月
ま
で
、
三
十
七
年
七
ヵ
月
と

い
う
長
い
間
、
道
路
の
安
全
管

理
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
昭
和
二
十
年
代
は
、
ほ
と

ん
ど
が
砂
利
道
で
、
川
原
で
ト

ラ
ッ
ク
に
玉
砂
利
を
積
ん
で
は

道
路
の
穴
の
補
修
に
明
け
暮
れ

ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
入

る
と
砂
利
道
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
除
雪
で
舗
装
に
穴
が

空
く
の
で
、
そ
れ
に
随
分
神
経

を
使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
姿
橋

が
吊
り
橋
だ
っ
た
こ
ろ
、
つ
り

ゲ
タ
の
ポ
ー
ト
が
折
れ
て
い
て

冷
汗
を
か
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」
と
数
々
の
思
い
出
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
吉
楽
さ
ん

は
「
た
だ
一
生
懸
命
に
や
っ
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
と
て

も
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　球技　　　　　　村民　　　大会
　　　　　　　剣道スパイクそして1強力なブロック

　
十
一
月
二
十
二
日
、
中
里
中

学
校
体
育
館
と
田
沢
地
区
体
育

館
で
、
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
十
四
チ
ー
ム
、
総
勢

百
四
十
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
貝
野

青
年
会
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
村

民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

村
民
卓
球
大
会
、
村
民
剣
道
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

中
里
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

男
子
六
チ
ー
ム
、
女
子
五
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
は
一
般
の
参
加
が
男
女
合
わ

て
四
チ
ー
ム
と
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
分
中
学
生
の
参

加
が
多
く
、
大
会
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
卓
球
大
会
は
田
沢
地
区
体
育

館
で
行
わ
れ
、
約
六
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
津
南
中

学
校
と
中
里
中
学
校
の
女
子
の

親
善
試
合
も
行
わ
れ
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
田
沢
小
学
校
体
育
館
で
は
剣

道
大
会
が
行
わ
れ
、
田
沢
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
四
十
五
人

が
、
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
沢
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
二
十
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
P
14
関
連
記
事
）

〈
成
　
績
〉

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
一
位
貝
野
青
年
会

　
二
位
　
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

　
三
位
　
バ
イ
キ
ン
ズ

　
μ
　
　
ケ
ン
パ
ラ
ス

★
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〈
男
子
〉

一
位

一
一
位

三
位

〈
女
子
〉

一
位

一
一
位

三
位

タ
イ
セ
：
ズ

フ
ィ
ン
ガ
ー
5

体
協
チ
ー
ム

N
B
C
（
中
里
中
三
年
）

体
協
チ
ー
ム

ラ
ッ
キ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
ニ
位
　
桑
原
恵
理
子
（
津
南
中
）

　
三
位
　
滝
沢
こ
ず
え
（
津
南
中
）

★
剣
道
大
会

〈
小
学
生
男
子
〉

　
一
位
　
広
田
康
仁
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
樋
口
隆
雄
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
大
口
勝
浩
（
田
沢
小
）

　
〃
　
江
口
　
優
（
田
沢
小
）

〈
小
学
生
女
子
〉

　
一
位
村
山
千
里
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
池
田
由
佳
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
斉
喜
絵
美
（
田
沢
小
）

　
〃
　
南
雲
千
佳
（
田
沢
小
）

　
　
、
翻

慧
蕊
凌

交
通
安
全
へ
誓
い
新
た
に

糠
．欝

灸

灘
．
　
　
墾

纏
簗
藤

　
記
念
パ
レ
ー
ド
の
出
発
式
で

上
村
村
長
は
「
交
通
死
亡
事
故

が
相
次
ぐ
中
で
、
交
通
死
亡
事

　
村
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
千
五
百
日
を
達
成
し
、
十
一

月
十
七
日
記
念
パ
レ
ー
ド
を
実

施
し
ま
し
た
。

出発式で交通安全の誓い新たに

故
ゼ
ロ
千
五
百
日
の
金
字
塔
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

と
も
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に

進
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
早
朝
に
夜
に
と
交

通
事
故
防
止
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
中
里
村
交
通
安
全
協
会
と

，
中
里
村
交
通
指
導
隊
に
、
十
日

町
警
察
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協

会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
　
パ
レ
ー
ド
は
、
白
バ
イ
ニ
台

を
先
頭
に
八
台
の
車
に
関
係
者

四
十
人
が
分
乗
し
、
村
内
を
パ

　
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

★
卓
球
大
会

〈
中
学
生
男
子
〉

　
一
位
　
佐
藤
一
輝
（
中
里
中
）

　
二
位
　
吉
楽
安
幸
（
中
里
中
）

　
三
位
　
柳
　
健
文
中
里
中
）

〈
一
般
〉

　
一
位
　
村
山
婦
佐
江
（
田
沢
）

　
二
位
　
阿
部
陽
＝
貝
野
小
教
貝
）

　
三
位
　
鈴
木
和
人
（
中
里
中
三
年
）

★
中
学
校
親
善
卓
球
大
会

〈
女
子
〉

　
一
位
　
石
沢
陽
子
（
津
南
中
）

　シ騰繋鞘輪鱗撫懸霧暴無熱1戦

　市之越の富井ミヨノさんと富井悦子さん

は、蚕の繭を利用したシルクフラワーづく

りに挑戦しています。シルクフラワーは、

繭を4枚位に薄くはいで花ビラをつくり、

手芸店から買ってきた葉や茎と組み合せ完

成させます。スイセン￥ススラン、ツバキ、

スミレなどの花束は、どれもすばらしい出

来栄えで感心させられました。

ミヨノさんは「実物と同じ感じを出すため

本を買ったり、野外で咲いている草花を観

察しながら試作しています。」と研究に余念

がありません。

　完成するのがとても楽しみと話す二人は

「趣味と実益を兼ねられればJと来春から

清津峡の士産に加えてもらえるよう働きか

けたいと話してくれました。

而之越の特産晶まで高めたいと頑張る

昭和62年12月10日広報かかマご〃



さと
　　　　　　　　う　じ　　　　　　　　・轡

　　　　　　　豹泌

ん
」

ふ
㌧

＼

巡ヘ

甑

U
さ
熔
い
”
鴨
㌧

つ
わ
ぞ
ろ
い
う

足
．
こ
し
て

「
い
象
㌔
鱈
へ
》
し
　
＼

マ

〆
，

法
い
却
修
勾
名

、
》
い

り
と
も
も
へ

flク29

又「・

∂
あ
イ
）
諺
．
ん
泣

ぞ
老
の
そ
t

寸

ρ
　
墨
．
　
”

。6“r

略
㍗
瑞
レ
ー

麟ハ
雑
趨
蟻

煽
遜

隠
冨
冷
．

　
f
翁
（
λ

、
㌔
h
職

　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
4

鱗轟歌
　今年の春、東京の専門学校の

臨床検査学科を卒業して、上村

病院で事務をしている。趣味は

バイク。今年の8月に新車を買

った。単気筒の400QQで、それ

ほど速くはないが、スタイルが

とても気に入っている。たまに

友だちとツーリンワに行くこと

が一番の楽しみ。夢は自動二輪

免許の限定解除を取ること。自

分の性格は地味で気まま。理想

の女性は明るい人。他はあまり

こだわらない。今ほしい物はマ

イカー。型はどうでも走ればい

いから自分の車が持ちたい。

♂3 広報噸かマこ

診療時間が変わります

　　　～歯科診療所～

　11月1日から歯科診療所の診察時間

が次のとおりとなります。

★火曜日～金曜日

　午前8時30分～午後6時

★土曜日

　午前8時30分～午後5時
★休診日

　日曜日と月曜日

一人で悩まず相談を

社会、人間関係の複雑さ、難しさか

ら軽いノイローゼ状態になる人が増え

ています。一人で思い悩んでいてはど

んどん症状が進んでしまいます。

　村では下記により精神衛生相談を行

ないます。最近不眠状態を訴える人が

多くなっていますが、この機会に専門

医のアドバイスを受けてみませんか。

★相談日　12月22日（帰午後2時～4時

★会　場　老人福祉センター

　※相談ご希望の方は、12月20日まで

　に役場保健課に申し出てください。

医療費のお知らせ

　国民健康保険係では、年4回医療費

の通知を行っています。この通知は、

医療費の実際を知っていただくととも

に、健康の大切さを認識していただく

ためにやっているものです。

　12月中旬に発送する通知は、今年の

7月～8月に病気やケガのため国民健

康保険で治療を受けられた分です。

　健康は自分自身で守りましょう。

優秀、優良運転者の表彰申請のご案内

　　　　　〈昭和63年度〉

　十日町地区交通安全協会の優秀、優

良、運転者表彰の申請時期がやってき

ました。申請を希望する人は、支部長、

各集落の代議員のところに申請用紙が

ありますので、申請をしてください。

★申し込み〆切

　1月8日まで
　詳しくは、中里村交通安全協会まで

　（会長　杉谷清六實63－2581）

農業所得の申告書に

　受領書の添付がありません

　先般、提出していただきました農業

所得計算書兼申告書に受領書や証明書

等の添付がないため控除を受けられな

い人がたくさんいます。この時、受領

書等を添付されなかった人は、早急に

役場税務課まで提出してください。

公給領収証を

　　　受け取りましょう

　料理店などの経営者が、みなさんか

ら税金を受け取ったしるしとしてお渡

しするのが「公給領収証」です。また

公給領収証は、みなさんからいただい

た税金が正しく県に納められたかどう

かのあかしとなる大切な役割をもって

います。

　飲食店や喫茶店などは、1人1回の

料金が2，500円をこえると、料金の10

％を税金として徴収されています。

　詳しくは、十日町財務事務所間税係

　台57－5511㊥205まで。

★
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室

　
　
　
　
～
貝
野
地
区
～

日
時
　
十
二
月
十
一
日
㈹

　
　
　
十
二
月
十
八
日
働

　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
～
九

　
　
時
三
十
分

場
所
　
貝
野
多
目
的
セ
ン
タ
ー

内
容
　
書
き
付
け
教
室

日
時
　
十
二
月
二
十
一
日
㈲

　
　
　
午
後
八
時
～

　
　
　
　
　
　
九
時
三
十
分

場
所
　
貝
野
地
区
体
育
館

内
容
　
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ

　
　
　
ン
ス

日
時
　
十
二
月
十
九
日
㈹

　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
講
義
と
実
技

　
　
9
シ
ー
ズ
ン
ト
レ
！
ニ
ン

　
　
　
グ
の
基
本
技
術

　
　
⇔
ス
キ
ー
用
具
の
手
入
れ

　
　
　
と
管
理

　
　
日
ワ
ク
シ
ン
グ

　
　
四
実
技
指
導

講
師
　
加
藤
陽
一
氏
（
カ
ザ
マ

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
）

※
当
日
受
付
と
な
っ
て
い
ま
す

　
の
で
興
味
の
あ
る
人
は
お
気

　
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
。

ワ

ワ　　公民館か
り

Pワワoりリワリooり◎oリワ9⑫

★
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
ス
キ
ー
講
習
会

内場　　日
容所　　時

十
二
月
二
十
八
日
㈲

午
後
一
時
ー

総
合
セ
ン
タ
ー

生
け
花
教
室

★
田
沢
地
区
婦
人
学
級

昭和62年12月10日

年金証書は大切に

　年金証書は、あなたの受給している

年金の種類・年金証書の記号番号及ぴ

年金額等、あなたにとってたいへん必

要で大切な事項が記載されております。

　年金を郵便局で受領される時には、

窓口で年金証書を提示する必要があり

ますし、また、転居されて、住所変更

等の手続きをされるときには、年金証

書に記載されている年金の種類や証書

の番号などが必要です。

　年金証書は、いわば、あなたと生涯

一緒に過ごすパートナーです。年金証

書は大切に取扱ってください。

郷士なかさと
　　　第7集発行
　郷土なかさと第7集が1月中旬に発
行されます。

　第7集の内容は．白羽毛の習俗、中
里村の方言、伝説です。

　申し込みは、各隣組長さんを通じ回

覧致しますので、ぜひご購読ください。

★価格

　1冊1，000円
　　　　　　　　村史編さん室

門松カードの

　　注文のお知らせ
　今年から門松カードの注文は、回覧

をしませんので直接公民館へ申し込み

ください。ただし、例年どおり2枚は
全世帯に無料配布いたします。

★申込先

　中里村公民館（魯63－2493）

曜　肇

火の用心してますか？

　恐しい火事、特に冬場の火事は消火

活動が迅速にできなく大変です。

　寝る前は、ガスの元栓など火の元の

確認をしましょう。また、これからは
　　　　　　　　　　　　た寒いため寝ている間もストーブを焚く

ことがありますが、回りに燃えやすい

ものがないかを確認してからお休みく

ださい。特にストーブの上での干物は

しないようにしましょう。

青少年育成センターの

　　ご利用を
　青少年育成センターは、青少年が集

団宿泊生活をしながら、各種の学習活

動や体育、レクリェーション、野外活

動などの研修をするところです。

★申し込み開始　1月11日（月）～

　平　日　午前9時～午後4時30分

　土曜日　午前9時～正午まで

★利用できる人

　5人以上のグループで、共同で宿泊
をして研修をしようとする計画を持っ

た青少年、青少年指導者、青少年育成
団体です。

★問い合せ先

　県立青少年研修センター（巻町）

　（含0256－77－2111）

訓練生の募集
県立十日町高等職業訓練校

★募集科

i購糊1力年

　
白
羽
毛
観
音
②

　
村
で
は
観
音
様
が
流
れ
着
い

た
渕
の
上
に
（
現
在
の
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

揚
水
機
場
下
）
堂
を
建
て
祀
り

ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
は
、

そ
こ
を
観
音
平
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
現
在
の
場
所
に
移
転
し

た
の
は
、
そ
れ
よ
り
約
五
十
年

位
経
っ
た
こ
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
焔
浮
檀
金
造
り
の
本
体
は
、

　
　
　
　
　
こ
ふ
ん

宝
暦
三
年
に
胡
粉
で
彩
色
さ
れ

た
美
し
い
木
像
の
胎
内
に
納
め

て
あ
り
ま
す
。

　
戦
前
に
は
、
近
郊
や
大
島
村

★申込み

　入校の申込み、その他のお問い合わ

せは、下記にご連絡ください。

県立十日町職業訓練校費57－1105

年賀状は12月20日までに

　楽しみな年賀状を元旦に手にするこ

とは、2・3倍の喜ぴです。年賀状を

元旦に届けるために12月20日までに出

してください。

　書き終えた年賀状は、村内、県内、

県外に分けて、間に紙片を入れて重ね

て出してください。

　なお、お年玉つき年賀ハガキ以外の

もので出すときは、表面に「年賀」と

朱書きしてください。

　　　　　　　越後田沢郵便局

雇用保険に

　　　正しい理解を

　雇用保険の失業給付は、再就職の援

助をするため支給されます。

o失業中の生活を心配しないで新しい

　仕事を探すことに専心し、一日でも

　早く再就職できるようお手伝いする

　ためのものです。

　従って、離職したら必ず支給される

ものではなく、仕事探しをする場合の

み手続きがとれるものです。

　雇用保険に正しい理解をお願いしま

す。十日町公共職業安定所

善意をありがとう

　次の善意が社会福祉協議会に寄せら

れました。

★香典返し宮中　吉楽博氏30，000円

り
㌘
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か
ら
も
参
観
者
が
あ
り
、
堂
内

　
　
　
　
　
　
　
　
は
た

に
は
、
大
願
成
就
の
幡
や
耳
乳

型
、
願
が
通
っ
た
と
い
う
の
で

上
げ
た
椀
や
石
が
所
狭
し
と
下

っ
て
い
て
、
そ
の
霊
験
あ
ら
た

か
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
医

学
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
当

時
の
庶
民
の
厚
い
信
仰
ぷ
り
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
が

　
ご
詠
歌
の
中
に
も
「
罪
過
を

拭
ぐ
う
や
漆
し
の
白
羽
毛
に
、

心
の
垢
は
残
ら
ざ
り
け
り
」
と

詠
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
お
参

り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
6
ご
樋
口
倶
吉
さ
ん
（
白
羽
毛
）

社会保険庁喪窟表彰仁輝く

　　　　　露中納税組禽

！2
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学
校
に
植
え
て
あ
る
あ
さ
が

お
を
か
き
ま
し
た
。
横
に
い
る

の
は
わ
た
し
で
す
。
雨
が
あ
が

っ
た
あ
と
で
水
に
ぬ
れ
て
い
て

と
て
も
き
れ
い
に
さ
い
て
い
ま

し
た
。
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回
回
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回回図回匡〕図⑫
　　恵　子ちゃん釜：鈴木麦肇（白羽毛）

　恵子ねえ、とっても元気がいいんだよ。それでぬ
いぐるみが大好きなの。クリスマスにはサンタさん
ぬいぐるみをフレゼントしてくれないかなあ。お田
さんは思いやりのあるやさしい子になってほしいん
だって。
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Y
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｝
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｝
詔
丁
｝
｝
｝
｝
ぺ

，り南雲秀雄
・ワ　　　秀子さん（堀之内）⑫
つ

，きっかけは……リメーデーに参加したとき友達を通して

，　　　　知り合いました。ワそれから一年位経ってか

1　　　　　らグループで遊びに行ったのがきっかけです。

1第一印象は……りものすごく可愛いかった。ワしっかり
レ

　　　　　していていい人だと思いました。

，結婚を決意したのは……り出嫁ぎに出ても、彼女はしっ

，　　　　かりと待っていてくれましたから。り結婚を

・　　　　　するならこの人だと思っていました。

1お互いの要翅は……り積極性がほしいですね。ワ晩酌を

　　　　　週一回休んでほしいですね。

，エピソードは……り新婚旅行に行ったとき、東京で迷う

、　　　　　と困るというので、友達から案内してもらっ

・　　　　たことかな。ワフィルムの入れ方が悪くて新

1　　　　　婚旅行の前半の写真がないんですよ。

1村への要望……り冬場だけ勤められるような会社があれ
う

民＆猫膿1灘脊蹴欝誰徒
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更
な
る
躍
進
へ
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
十
一
月
二
十
九
日
、
田
沢
小
学
校
体

育
館
で
、
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

結
成
二
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

郡
市
剣
道
連
盟
会
長
を
は
じ
め
関
係
者

百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

式
典
の
は
じ
め
に
関
後
援
会
長
は
「
二

十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
多
く
の
人
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
節
目
に
当

り
、
結
成
当
時
の
目
標
で
あ
る
最
後
ま

で
や
り
通
す
心
を
更
に
養
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
祝
辞
に
立
っ
た
郡
市
剣
道
連
盟
会
長

の
関
口
さ
ん
は
「
床
も
い
び
つ
で
滑
る

中
で
よ
く
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
感
心
し

て
い
る
。
団
員
た
ち
は
、
こ
の
節
目
に

当
り
相
手
を
見
つ
め
る
前
に
自
分
を
見

当ってこられた指導者たち誠心誠意で指導に

つ
め
、
平
常
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
子
ど

も
た
ち
の
指
導
に
当
っ
て
こ
ら
れ
た
藤

田
博
氏
と
田
中
良
一
氏
に
後
援
会
か
ら

感
謝
状
が
贈
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
田
沢
剣
道
ス
ポ
：
ツ
少
年
団
は
、
結

成
以
来
、
百
三
十
四
人
の
有
段
者
を
輩

出
し
て
い
ま
す
。
成
績
面
で
も
県
大
会

の
団
体
戦
で
二
位
を
二
回
、
郡
市
大
会

で
は
毎
回
上
位
入
賞
を
果
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
す
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
も
ち
つ
き
大
会

　
高
道
山
小
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら

出
稼
ぎ
前
に
両
親
学
級
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
年
も
十
一
月
十
五
日
の
日
曜
日

場

赤沢より苗場

1川に沿って高

1ぬけ尾根づた
風が吹き抜け、

）す。地面は松

1ツションのよ

らいであった

真臼にゆれる
曹見とれてしま

垂　古高　悟

　　　　すばらし｛

　8月15日酬7r30津南

山頂へ向けて出発。

　魚の住まないという

度を上げていく。雑木

いのコースに入ると涼

ヒバや松の大木が姿を

の落葉が厚くなりまる

う。山頂は霧が流れ寒

が、ワリーンの湿原の

ワタスゲの美しさに思

った。　　　　　清津L

歌
っ
て
笑
っ
て

　
　
　
深
ま
る
地
域
の
輪

　
第
三
回
清
津
峡
じ
ょ
ん
の
び
ま
つ
り

が
、
十
一
月
八
日
清
津
峡
小
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
池
田
克

人
副
フ
ェ
ニ
ク
ス
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
を
迎
え
、
生
伴
奏
で
自
慢
の
の
ど
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
約
百
五
十
人
が

集
ま
り
、
農
繁
期
を
終
え
た
秋
の
一
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
主
催
の
清
津
峡
成
年
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
焼
き
ソ
バ
や
オ
デ
ン
等
を
担
当
す

る
人
と
、
会
場
を
盛
り
上
げ
る
人
に
分

か
れ
、
　
「
地
域
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
の

輪
を
広
げ
た
い
」
と
い
う
意
気
込
み
が

伝
っ
て
き
ま
し
た
。

地域のまとまりに大きなカ

帰
．

・飲酒運転検挙者数　7人

・無免許運転違反　　5人

・事故発生件数　　　11件

・死亡事故ゼロ1，513日

　　　　　　　（11月末）

％
ー
％
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
る
こ
ろ

は
も
う
外
は
真
っ
暗
。
ラ
イ
ト

を
下
向
き
に
し
て
い
る
と
歩
い

て
い
る
歩
行
者
の
発
見
が
遅
く

れ
て
ヒ
ヤ
ー
っ
と
す
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
、
雪
で
道
路
の
状
態
が
悪
く

な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

κ

に
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
学
校
に
は
縁
の
薄

い
お
父
さ
ん
た
ち
二
十
一
人
を
含
め
、

五
十
人
の
父
兄
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
授
業
参
観
の
後
、
も
ち
つ
き
大

会
が
行
わ
れ
、
親
子
で
楽
し
い
一
日
を

過
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
の
人
に
対
す

る
作
文
の
朗
読
の
中
に
は
、
　
「
出
稼
ぎ

先
で
は
、
体
に
注
意
し
て
ネ
」
　
「
い
つ

も
ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
感
謝
の
思
い

が
発
表
さ
れ
、
参
加
し
た
父
兄
の
胸
を

熱
く
し
ま
し
た
。

父ちゃんパワーを皮膚に感じながら

代表

村山

　宮中鷹の巣民謡会は、昭和54年7月

に「何か張り合いになるものを習いた

い」ということで結成しました。仲間

は、結成以来12名で、親睦をキャッチ

フレースに頑張っています。今から6

年程前に始めて遠出をしてステージで

台おろしの衣裳をつけ．三味線の音に

合せようと真剣で歌ったことや集落の

お祭りで紅臼の幕をよそめに汗をふき

ふき野外ステージに立ったことなど楽

しい思い出がたくさんあります。

　高い音や大きな声も容易に出る人も

徐々にふえ、12名の会員は、歌っては

世間話しに花を咲かせ、教室の中で楽

しい一コマーコマを重ねています。

慧轡
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東
田
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飲
ん
で
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楽
し
く

　
　
ク
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★
日
時
　
十
二
月
十
二
日
ω

　
　
　
午
後
六
時
三
十
分

★
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

★
会
費
　
千
五
百
円
、
プ
ラ
ス

　
　
　
五
百
円
以
上
の
プ
レ

　
　
　
ゼ
ン
ト

★
主
催
　
ハ
ピ
ネ
ス
ソ
フ
ィ
ア

　
　
　
　
（
若
者
有
志
の
会
）
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